
この度、ノーベル生理学・医学賞の受賞が決定した本庶 佑 先生は、1984年（昭和 59年）第 2回大阪科学賞の受賞者です。 

大阪科学賞は、近畿圏にて研究された 50歳以下の若手研究者に対して授与されるもので、今年は第 36回目となります。本庶先生は 42歳の時に、大阪科学賞を受賞されました。 

改めまして、「ノーベル生理学・医学賞」の受賞が決定しましたことをお慶び申し上げます。 

なお、当財団の機関誌ジ・オステックの秋号では、毎年、大阪科学賞の過去の受賞者の特集を組んでおります。くしくも今年度は、本庶先生にインタビューさせていただいております（the OSTEC2018 秋

号２～３頁目に掲載）ので是非、ご一読ください。なお、取材日が 8月でありましたため、「ノーベル賞の期待も大きい」となっております。 
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